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序

　

去
る
令
和
二
年
七
月
、
偶
然
に
も
國
學
院
大
學
の
学
校
史
に
関
係
す
る

希
少
な
資
料
に
接
す
る
機
会
に
恵
ま
れ
た
。
本
稿
は
、
所
蔵
者
の
許
可
を

得
て
、
そ
の
校
史
資
料
と
し
て
の
価
値
を
私
な
り
に
調
べ
て
、
若
干
の
考

察
を
加
え
た
も
の
で
あ
る
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
広
が
り
の
中
で
、

地
方
在
住
者
の
東
京
へ
の
移
動
自
粛
が
要
請
さ
れ
、
関
連
資
料
の
調
査
が

充
分
に
出
来
て
は
い
な
い
状
態
で
は
あ
る
が
、
こ
の
場
を
お
借
り
し
て
紹

介
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
ぜ
ひ
多
く
の
方
々
に
御
教
示
を
賜
り
た
い
。

一
、
メ
ダ
ル
の
現
状
と
来
歴

　

今
回
紹
介
す
る
資
料
は
メ
ダ
ル
一
個
で
あ
る
。
図
版（
１
）１

・
２
に
示
し
た

よ
う
に
、
メ
ダ
ル
は
銀
製
で
、
縦
横
二
．
七
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
厚
さ
二

ミ
リ
の
円
形
で
上
部
に
直
径
七
ミ
リ
の
円
環
が
付
け
ら
れ
て
い
る
。
両
面

に
刻
銘
が
あ
り
、表
面
は「
文
經
武
緯
」の
四
文
字
を
柏
葉
で
囲
ん
だ
図
柄
、

裏
面
は
「
大
正　

三
年　

國
學
院
大
學　

振
武
館
開
館　

紀
念
」
の
十
六

〔
資
料
紹
介
〕

大
正
三
年
國
學
院
大
學
振
武
館
開
館
紀
念
メ
ダ
ル
に
つ
い
て

─
明
治
四
十
年
～
大
正
九
年
大
学
徽
章
の
発
見
─

倉
橋
真
司
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文
字
と
、
中
央
上
部
に「
大
學
」の
二
文
字
を
葦
の
茎
と
葉
で
囲
み
、
リ
ボ

ン
を
付
け
た
図
柄
が
配
置
さ
れ
て
い
る
。
保
存
状
態
は
良
好
で
あ
る
。

　

文
字
の
み
か
ら
見
る
と
こ
の
メ
ダ
ル
は
、
大
正
三
年
（
一
九
一
四
年
）

に
國
學
院
大
學
に
振
武
館
が
開
館
し
た
こ
と
を
記
念
し
て
作
ら
れ
た
も
の

で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
振
武
館
と
は
当
時
の
飯
田
町
校
舎
に
建
て
ら
れ

た
剣
道
場
の
こ
と
で
、
國
學
院
大
學
の
学
校
史
や
剣
道
部
史
に
多
く
の
記

述
が
あ
る（
２
）。

大
正
十
二
年
に
渋
谷
校
舎
に
移
転
し
た
後
も
移
築
さ
れ
て
使

用
さ
れ
た
が
、
昭
和
三
十
八
年
の
校
舎
建
て
替
え
に
合
わ
せ
て
、
惜
し
ま

れ
な
が
ら
も
解
体
さ
れ
た
。
表
面
に
刻
ま
れ
た
「
文
經
武
緯
」
と
は
、
文

を
経
（
た
て
）
と
し
武
を
緯
（
よ
こ
）
と
す
る
、
つ
ま
り
文
武
両
道
を
兼

ね
備
え
る
こ
と
を
意
味
す
る（
３
）。

当
時
の
國
學
院
関
係
者
が
剣
道
に
込
め
た

思
想
を
垣
間
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

大
正
三
年
の
『
國
學
院
雑
誌
』
第
二
十
巻
十
二
号
の
彙
報
欄
「
皇
典
講

究
所
國
學
院
大
學
記
事（
４
）」
に
は
、
振
武
館
開
館
に
つ
い
て
の
詳
し
い
記
事

が
あ
る
。
開
館
式
は
建
設
費
を
寄
付
し
た
石
渡
幸
六
輔
（
第
一
期
、
石
渡

電
気
社
長
）
の
臨
席
の
も
と
、
十
一
月
十
五
日
の
午
前
八
時
よ
り
行
わ
れ

て
お
り
、
午
前
は
國
學
院
大
學
学
生
に
よ
る
紅
白
試
合
、
午
後
は
来
賓
選

手
を
招
い
た
剣
道
大
会
が
開
催
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
様
子
を
以
下
に
引
用

し
て
み
た
い
（
傍
線
筆
者
、
旧
字
体
は
常
用
字
体
に
改
め
た
）。

（
前
略
）
先
づ
武
神
祭
あ
り
、
正
面
に
神
壇
を
設
け
、
楣
上
、
杉
浦
会
長

筆
振
武
館
の
三
大
文
字
を
掲
ぐ
、
青
戸
講
師
以
下
菊
川
、
金
光
両
祭
式

講
師
等
祭
員
と
し
て
厳
粛
な
る
祭
典
を
行
ふ
。
此
の
日
挙
式
の
事　

総

裁
竹
田
宮
殿
下
の
御
聞
に
達
し
、
特
に
金
弐
拾
五
円
御
下
賜
あ
り
一
同

至
大
の
光
栄
に
感
激
せ
り
。斯
く
て
本
学
々
生
の
紅
白
一
本
勝
負
あ
り
、

横
山
助
手
を
紅
軍
に
、
須
佐
助
手
を
白
軍
に
将
と
し
鎬
を
削
り
し
が
、

遂
に
紅
軍
の
勝
に
帰
し
、
最
高
点
宮
崎
篤
三
郎
は
太
刀
一
振
、
二
等
小

田
常
胤
、
三
等
西
尾
正
以
下
各
々
賞
品
を
得
た
り
。
時
既
に
午
を
過
ぎ

て
、
来
賓
選
手
相
次
い
で
到
る
、
日
本
中
学
校
、
第
一
高
等
学
校
、
東

洋
協
会
専
門
学
校
、
塩
屋
時
敬
氏
の
青
莪
墪〔
塾
〕、
三
島
毅
氏
の
二
松
墪
、

私
立
農
業
大
学
、
美
術
学
校
、
青
山
師
範
学
校
、
高
等
工
業
学
校
、
中

央
大
学
、
明
治
大
学
、
慶
應
大
学
、
早
稲
田
大
学
、
高
等
商
業
学
校
、

中
島
博
道
氏
の
有
信
館
、
中
野
佐
三
郎
氏
の
明
神
館
、
渡
辺
子
爵
の
微

図版１　表面

図版２　裏面
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神
館
、
陸
軍
戸
山
学
校
、
宮
内
省
主
殿
寮
、
帝
国
大
学
、
駒
場
農
科
大

学
等
、
都
下
屈
指
の
学
校
及
道
場
の
精
鋭
な
り
。
午
後
一
時
よ
り
三
本

勝
負
を
開
始
し
、
半
ば
に
し
て
、
杉
浦
会
長
の
石
渡
氏
の
好
意
を
謝
し

武
道
の
発
揚
を
希
望
す
る
旨
の
挨
拶
、
寄
付
者
石
渡
幸
之
輔
の
謝
辞
、

石
渡
、
佐
藤
両
師
範
の
直
心
影
流
法
定
の
形
、
佐
藤
、
三
谷
両
師
範
の

遊
心
流
刃
引
あ
り
、
斯
く
て
三
本
勝
負
を
続
け
了
り
て
、
青
戸
師
範
、

横
山
助
手
の
宮
永
流
長
剣
小
太
刀
の
形
あ
り
、聯
合
紅
白
試
合
に
入
る
。

主
殿
の
三
谷
氏
紅
軍
に
、
東
協
の
中
西
氏
白
軍
に
将
た
り
、
斯
く
て
紅

軍
の
勝
を
見
た
る
頃
は
既
に
夜
に
入
り
て
、
戞
々
の
声
一
層
壮
烈
を
覚

え
た
り
。
一
等
高
師
野
口
源
三
郎
氏
は
太
刀
一
振
を
、
慶
大
の
柳
田
、

同
小
西
、
高
工
の
渡
辺
、
同
高
橋
、
明
大
の
長
友
の
五
氏
は
同
点
の
故

を
以
て
、何
れ
も
二
等
賞
を
受
け
た
り
。夫
よ
り
撤
饌
昇
神
の
儀
あ
り
、

記
念
の
手
拭
メ
タ
ル
等
を
頒
ち
、
目
出
度
式
を
閉
ぢ
た
る
が
、
当
日
は

審
判
員
、（
中
略
）
都
下
の
師
範
は
概
ね
列
席
せ
ら
れ
、
空
前
の
盛
会

と
称
せ
ら
れ
き
。（
後
略
）

杉
浦
会
長
と
は
、
明
治
三
十
年
よ
り
大
正
七
年
ま
で
國
學
院
の
学
監
を
務

め
た（
５
）杉

浦
重
剛
を
示
し
、「
振
武
館
」
の
扁
額（
６
）を

揮
毫
し
た
人
物
で
あ
る
。

日
本
中
学
校
は
杉
浦
が
創
設
し
た
中
学
校
で
あ
り
、
國
學
院
と
も
関
係
が

深
か
っ
た
。
青
戸
講
師
と
は
、
明
治
二
十
六
年
よ
り
國
學
院
主
事
、
講
師

を
務
め
、
の
ち
國
學
院
大
學
教
授
と
し
て
剣
術
、
祭
式
礼
法
を
教
え
た
青

戸
波
江
、
佐
藤
師
範
と
は
大
正
三
年
よ
り
昭
和
四
年
ま
で
師
範
を
務
め
た

佐
藤
義
遵
を
示
す（
７
）。
大
正
三
年
に
入
学
し
た
木
下
祝
夫
（
第
二
十
六
期
、

香
椎
宮
宮
司
、
名
誉
博
士
）
は
午
後
の
三
本
勝
負
に
出
場
し
た
一
人
で
あ

る
が
、
後
に
剣
道
部
史
に
寄
せ
た
回
想
記
の
中
で
当
時
の
剣
道
部
に
は
助

手
が
置
か
れ
て
お
り
、
辞
令
を
受
け
る
と
一
か
月
の
手
当
て
と
し
て
金
一

円
が
支
給
さ
れ
た
こ
と
を
記
し
て
い
る
。
木
下
の
助
手
就
任
は
大
正
六
年

で
あ
り
、
そ
の
始
ま
り
は
覚
え
て
い
な
い
と
し
て
い
る
が（
８
）、

大
正
三
年
時

の
助
手
は
横
山
正
勝
（
第
二
十
四
期
）
と
須
佐
建
啓
（
第
二
十
四
期
）
で

あ
っ
た
。

　

こ
の
よ
う
に
記
事
か
ら
は
、
振
武
館
の
開
館
式
と
紅
白
試
合
、
剣
道
大

会
が
学
外
に
も
開
か
れ
、と
て
も
盛
大
に
行
わ
れ
た
こ
と
が
窺
わ
れ
る
が
、

そ
の
閉
会
時
に
お
い
て
記
念
の
手
拭
と
と
も
に
、「
メ
タ
ル
」
が
頒
布
さ

れ
た
こ
と
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
午
前
に
行
わ
れ
た
紅
白
試
合
で
も
太

刀
そ
の
他
の
賞
品
が
上
位
者
に
与
え
ら
れ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
が
、

こ
の
手
拭
と
「
メ
タ
ル
」
は
、
文
脈
か
ら
見
て
も
参
加
者
全
員
に
記
念
品

と
し
て
配
ら
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
今
回
紹
介
す
る
メ
ダ
ル
は
、
こ
の

記
事
に
見
え
る
「
メ
タ
ル
」
の
一
つ
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
。
恐
ら
く
、

配
ら
れ
た
時
に
は
付
属
の
箱
と
上
部
の
円
環
に
首
掛
け
用
の
リ
ボ
ン
が
付

け
ら
れ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
が
、
現
在
は
失
わ
れ
て
い
る
。
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木
下
の
回
想
記
に
は
、「
現
在
の
様
に
大
学
間
の
交
歓
試
合
と
か
、
東

西
大
学
の
対
抗
試
合
と
い
う
も
の
は
無
く
、
各
大
学
の
記
念
日
と
か
寒
暑

稽
古
の
納
会
の
時
各
大
学
に
招
待
状
を
出
し
、
自
校
の
選
手
又
は
他
校
の

選
手
を
組
み
合
は
せ
て
行
は
れ
て
い
た
。（
中
略
）
賞
品
は
校
名
入
り
の

手
拭
あ
り
メ
タ
ル
有
り
紅
白
試
合
の
一
等
賞
に
は
日
本
刀
が
出
さ
れ
る
事

も
有
っ
た
。
審
判
は
各
大
学
の
師
範
、
道
場
の
師
範
が
招
待
さ
れ
て
表
裏

か
ら
の
審
判
が
主
で
あ
っ
た
。」
と
あ
り
、
前
述
の
『
國
學
院
雑
誌
』
の

記
事
と
よ
く
一
致
し
て
い
る
。
校
名
入
り
の
メ
ダ
ル
が
運
動
部
の
試
合
の

賞
品
と
し
て
大
正
期
か
ら
昭
和
初
期
ま
で
一
般
的
に
使
用
さ
れ
た
こ
と

は
、
柔
道
や
弓
道
、
陸
上
競
技
な
ど
に
お
け
る
他
校
の
類
例
か
ら
も
知
る

こ
と
が
で
き
る（
９
）。

振
武
館
で
の
剣
道
大
会
は
そ
の
後
も
継
続
さ
れ
、
メ
ダ

ル
も
製
作
さ
れ
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
だ
ろ
う
。
昭
和
三
十
年
か
ら
四
十

年
に
か
け
て
剣
道
部
長
を
務
め
た
高
崎
正
秀
（
第
三
十
三
期
、
國
學
院
大

學
教
授
、
文
学
博
士
）
が
記
し
た
『
酒
徒
随
縁
』
に
、
高
崎
が
学
生
で
あ
っ

た
大
正
九
年
か
ら
十
二
年
に
剣
道
部
長
を
務
め
て
い
た
三
矢
重
松
（
第
一

期
、
國
學
院
大
學
教
授
、
文
学
博
士
）
が
、
当
時
講
師
（
大
正
十
年
よ
り

教
授
）
で
あ
っ
た
折
口
信
夫
（
第
十
八
期
）
と
剣
道
の
メ
ダ
ル
に
西
暦
を

刻
む
こ
と
の
是
非
を
め
ぐ
っ
て
飯
田
町
校
舎
の
応
接
室
で
大
激
論
を
交
わ

し
て
い
た
場
面
を
目
撃
し
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る（

（1
（

。
こ
の
逸
話
は
三
矢

の
厳
格
な
国
学
者
と
し
て
の
素
顔
を
伝
え
る
上
で
し
ば
し
ば
語
ら
れ
る

が
、
大
正
期
に
剣
道
大
会
の
賞
品
と
し
て
メ
ダ
ル
が
製
作
さ
れ
て
い
た
一

つ
の
証
左
と
な
る
と
い
え
よ
う
。

　

剣
道
以
外
の
競
技
も
含
め
る
と
、
相
当
数
の
メ
ダ
ル
が
製
作
、
頒
布
さ

れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、
國
學
院
大
學
の
文
字
が
刻
ま
れ
た
大
正
期

の
メ
ダ
ル
の
残
存
は
極
め
て
少
な
い
。
こ
の
よ
う
な
小
さ
な
も
の
が
百
年

以
上
に
も
渡
っ
て
伝
え
ら
れ
る
こ
と
は
と
て
も
難
し
い
こ
と
で
あ
り
、
今

回
の
メ
ダ
ル
も
恐
ら
く
大
切
に
保
管
さ
れ
て
き
た
も
の
の
一
つ
と
思
わ
れ

る
が
、
残
念
な
が
ら
現
在
の
所
蔵
者
は
そ
の
関
係
者
で
は
な
い
。
そ
の
た

め
大
正
三
年
に
こ
の
メ
ダ
ル
受
け
取
っ
た
人
物
が
誰
で
あ
り
、
そ
の
後
ど

の
よ
う
な
歩
み
を
し
た
の
か
に
つ
い
て
は
全
く
分
か
ら
ず
、
ま
た
遡
る
手

が
か
り
も
な
い
状
況
に
あ
る
。

二
、
大
学
徽
章
の
発
見

　

こ
の
小
さ
な
メ
ダ
ル
が
持
つ
校
史
資
料
と
し
て
の
価
値
は
、
大
正
三
年

の
振
武
館
開
館
時
に
お
け
る
、
國
學
院
関
係
者
の
剣
道
に
対
す
る
意
識
や

思
想
の
み
に
は
と
ど
ま
ら
な
い
。
私
が
最
も
注
目
し
て
い
る
の
は
、
メ
ダ

ル
の
裏
面
の
中
央
上
部
に
配
置
さ
れ
た
、
植
物
で
囲
ま
れ
た
「
大
學
」
の

図
柄
で
あ
る
。「
大
正
」
と
「
三
年
」
の
間
に
配
置
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ

が
國
學
院
大
學
の
徽
章（
校
章
）で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
し
か
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し
、
こ
の
図
柄
を
見
た
多
く
の
人
は
違
和
感
を
抱
く
に
違
い
な
い
。
と
い

う
の
は
、現
在
の
國
學
院
大
學
の
徽
章
と
は
大
き
く
異
な
る
か
ら
で
あ
る
。

　

現
在
の
國
學
院
大
學
の
徽
章
は
「
國
學
」
の
二
文
字
で
あ
る
が
、
こ
の

由
来
に
つ
い
て
は
学
校
史
に
詳
し
い
記
述
が
あ
り
、
大
正
十
三
年
十
一
月

二
十
五
日
の
久
邇
宮
邦
彦
総
裁
の
推
戴
式
並
び
に
渋
谷
新
校
舎
竣
工
式
の

挙
行
を
祝
し
て
発
表
さ
れ
た
校
旗
に
お
い
て
正
式
に
制
定
さ
れ
た
。
こ
の

時
、
校
旗
と
と
も
に
校
歌
、
襟
章
も
発
表
さ
れ
て
い
る（

（1
（

。
校
旗
発
表
以
前

の
徽
章
に
つ
い
て
は
、
学
校
史
の
中
で
も
『
百
年
史
』
が
最
も
詳
し
く
、

明
治
十
九
年
に
皇
典
講
究
所
の
規
則
に
よ
り
定
め
ら
れ
た
葵
花
を
図
案
化

し
た
徽
章
が
最
も
古
く（

（1
（

、
國
學
院
創
設
後
は
明
治
二
十
五
年
の
『
同
窓
会

雑
誌
』
の
記
述
よ
り
、「
國
」
の
一
字
の
徽
章
が
制
帽
に
用
い
ら
れ
て
い

た
こ
と
、
明
治
二
十
八
年
の
『
国
学
』
第
一
号
の
「
礼
服
は
ヘ
ル
地
の
黒

洋
服
に
て
金
釦
を
付
け
、
そ
れ
に
は
「
國
」
の
字
を
中
央
に
記
し
、
そ
れ

を
囲
む
に
葦
を
以
て
し
た
り
。
猶
、
襟
に
は
蜻
蛉
二
匹
を
付
く
る
こ
と
ゝ

な
り
、
既
に
去
月
二
十
八
日
よ
り
実
行
せ
り
」
の
記
述
よ
り
、
制
服
に
も

「
國
」
の
徽
章
が
採
用
さ
れ
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
明
治

三
十
五
年
の
「
院
友
会
報
告
」
に
は
、
同
年
一
月
に
開
催
さ
れ
た
連
合
同

級
会
に
お
い
て
『
國
學
院
雑
誌
』
の
学
生
割
引
な
ど
四
項
目
の
決
議
が
あ

り
、
そ
の
中
に
制
帽
・
徽
章
改
定
の
件
が
見
ら
れ
、「
過
般
一
統
洋
風
の

制
服
を
用
候
事
に
協
定
相
成
候
由
に
候
、
是
と
共
に
帽
子
の
徽
章
も
変
更

「
國
學
」
の
二
字
を
用
居
候
様
に
御
座
候
、
但
励
行
せ
ら
れ
候
べ
き
歟
保

証
の
限
に
無
之
候
」
と
あ
り
、
学
生
の
要
請
に
よ
り
徽
章
が
「
國
學
」
二

文
字
に
変
更
さ
れ
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る（

（1
（

。
こ
の
詳
細
な
復
元
は
見

事
と
い
う
ほ
か
な
い
が
、
洋
服
の
制
服
が
な
か
な
か
普
及
し
な
い
明
治
中

期
か
ら
後
期
に
か
け
て
の
事
情
も
垣
間
見
え
て
興
味
深
い
。
こ
れ
ら
の
記

述
か
ら
、
皇
典
講
究
所
、
國
學
院
の
徽
章
は
、
葵
花
（
明
治
十
九
年
～
）

か
ら
「
國
」（
明
治
二
十
三
年
～
）、「
國
學
」（
明
治
三
十
五
年
～
）
へ
と

推
移
し
、
大
正
十
三
年
の
校
旗
制
定
に
至
っ
た
と
考
え
る
の
が
こ
れ
ま
で

の
学
校
史
に
お
け
る
一
般
的
な
理
解
で
あ
っ
た
と
い
え
る
だ
ろ
う（

（1
（

。

　

で
は
今
回
の
メ
ダ
ル
に
見
え
る
「
大
學
」
の
徽
章
は
何
で
あ
ろ
う
か
。

実
は
こ
の
徽
章
に
つ
い
て
触
れ
た
と
思
わ
れ
る
記
述
が
、
昭
和
三
十
六
年

四
月
の
『
大
学
時
報
』
の
「
校
章
物
語
」
と
、『
百
年
史
』
に
先
立
っ
て

昭
和
五
十
七
年
に
刊
行
さ
れ
た
『
百
年
小
史
』
に
見
え
る
。
重
要
な
手
が

か
り
な
の
で
、や
や
長
文
で
は
あ
る
が
、そ
の
ま
ま
引
用
し
て
み
た
い（
傍

線
筆
者
）。

「
校
章
物
語
（
そ
の
７
）」
の
う
ち
「
國
學
院
大
学（

（1
（

」

　

明
治
十
五
年
十
一
月
に
発
祥
し
た
國
學
院
大
学
の
前
身
、
皇
典
講
究

所
に
は
、
特
に
校
章
は
定
め
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
が
、
明
治
二
十
三
年

十
一
月
に
、
皇
典
講
究
所
と
別
に
、「
専
ラ
国
史
・
国
文
・
国
法
ヲ
攻
究
」
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の
目
的
を
以
て
、
新
た
に
「
國
學
院
」
が
設
立
さ
れ
た
時
に
、
は
じ
め

て
校
章
が
制
定
さ（
マ

たヽ
）

。
こ
の
時
の
校
章
は
、「
國
」
の
一
字
で
そ
れ
に

は
正
方
形
で
な
く
、
や
や
長
め
の
文
字
で
、
現
在
の
國
の
文
字
よ
り
全

体
が
も
っ
と
丸
味
を
帯
び
て
、
文
字
の
線
も
も
っ
と
太
か
っ
た
。
た
だ

当
時
の
書
生
の
風
と
し
て
、
羽
織
袴
に
無
帽
又
は
ソ
フ
ト
、
鳥
打
と
い

つ
た
者
が
多
か
っ
た
の
で
、
学
生
は
制
帽
（
丸
帽
）
に
も
校
章
に
も
関

心
が
薄
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

　

降
っ
て
明
治
三
十
九
年
六
月
に
い
た
り
、
國
學
院
は
組
織
・
学
生
を

拡
大
し
て
、「
私
立
國
學
院
大
学
」
と
改
称
し
た
。
そ
し
て
こ
の
時
、

校
章
も
、大
学
ら
し
く
と
い
う
希
望
と
創
案
に
よ
っ
て
新
た
に
、「
大
學
」

の
文
字
を
葦
の
葉
で
抱
い
た
（
早
稲
田
大
学
に
以〔似〕た
）
校
章
が
採
用
さ

れ
た
。（
帽
子
は
角
帽
に
な
っ
た
。）
そ
れ
が
大
正
に
入
っ
て
、
七
年

十
二
月
に
発
布
さ
れ
た
新
大
学
令
に
拠
る
大
学
昇
格
の
た
め
、
八
年
九

月
に
「
私
立
國
學
院
大
学
」
は
「
私
立
」
を
は
ず
し
て
「
國
學
院
大
学
」

と
改
称
、
九
年
春
、
新
大
学
令
に
拠
る
予
科
二
年
制
実
施
に
入
る
と
同

時
に
、
主
と
し
て
当
時
の
予
科
（
帽
子
は
丸
帽
）
の
学
生
の
希
望
と
意

匠
を
容
れ
、
國
學
院
大
学
そ
の
も
の
ズ
バ
リ
を
打
ち
出
し
た
「
國
學
」

と
い
う
二
字
の
独
特
の
校
章
が
制
定
さ
れ
て
今
日
に
い
た
っ
た
。

『
百
年
小
史（

（1
（

』

制
服
制
帽
に
つ
い
て
、
植
木
直
一
郎
教
授
（
六
期
）
は
、
か
つ
て
「
院

友
会
報
」
に
寄
稿
し
て
、

制
服
制
帽
も
定
ま
っ
て
い
た
。
制
帽
は
普
通
の
学
校
帽
で
、
徽
章
は

「
國
」
の
一
字
を
大
き
く
出
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
制
服
は
紺
の
「
ヘ

ル
」
で
、
本
科
生
の
に
は
袖
に
黒
の
三
本
筋
、
選
科
生
の
に
は
、
二

本
筋
を
巻
い
た
。
襟
章
は
左
右
に
小
さ
な
蜻
蛉
を
附
け
た
も
の
で

あ
っ
た
。
当
時
制
帽
は
皆
被
っ
て
い
た
が
、
制
服
の
方
は
著
用
す
る

者
が
余
り
多
く
は
な
か
っ
た
。

（
中
略
）

岩
橋
小
弥
太
教
授
（
十
五
期
）
の
寄
稿
に
は
、

石
川
岩
吉
先
生
が
見
え
て
か
ら
急
に
学
校
の
規
律
が
立
っ
て
、
活
気

を
帯
び
て
来
た
よ
う
に
感
じ
た
の
で
あ
る
。
併
し
卒
業
間
際
に
制
服

制
帽
を
定
め
ら
れ
た
の
で
大
い
に
閉
口
し
、
余
儀
な
く
柳
原
土
手
へ

買
い
に
行
っ
た
こ
と
を
覚
え
て
い
る
…
…
。

こ
の
記
で
は
ど
の
よ
う
な
制
服
・
制
帽
な
の
か
わ
か
ら
な
い
。
旧
来
の

制
度
が
改
め
て
確
認
さ
れ
た
の
か
、
或
い
は
改
め
ら
れ
た
の
か
、
は
っ

き
り
し
な
い
の
が
残
念
で
あ
る
。
岩
橋
教
授
よ
り
後
輩
に
な
る
飯
田
秀

真
氏
（
二
十
八
期
）
の
寄
稿
に
は
、

学
生
の
帽
章
は
、
我
々
の
入
学
し
た
当
初
（
大
正
五
年
）
は
、「
大
学
」

と
い
う
文
字
を
葦
の
葉
で
囲
ん
だ
も
の
で
、
葦
か
稲
穂
か
は
っ
き
り

せ
ず
、
ち
ょ
っ
と
早
稲
田
の
徽
章
に
紛
ら
わ
し
か
っ
た
。
ず
っ
と
以
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前
の
帽
章
は
、
只
「
國
學
」
と
い
う
文
字
だ
け
の
も
の
で
あ
っ
た
と

い
う
が
、同
級
中
の
誰
か
が
そ
の
古
い
の
を
見
つ
け
て
き
て
使
用
し
、

懐
古
気
分
を
味
わ
い
喜
ん
で
い
た
が
、
学
生
監
か
ら
始
終
や
か
ま
し

く
言
わ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
我
々
の
在
学
中
、
再
び
そ

の
形
に
よ
る
事
と
な
り
今
日
に
及
ん
で
い
る
。帽
章
の
復
古
で
あ
る
。

三
人
の
先
輩
の
記
述
か
ら
み
る
と
、
帽
章
は
「
國
」
か
ら
「
國
學
」
に

変
わ
り
、
一
時
、「
大
学
」
を
葦
で
囲
む
も
の
か
ら
再
び
「
國
學
」
へ

と
復
古
し
た
よ
う
で
あ
る
。残
念
な
が
ら
、古
い
徽
章
の
保
存
が
な
い
。

結
論
を
先
に
い
う
と
、
今
回
の
メ
ダ
ル
に
見
え
る
「
大
學
」
の
徽
章
は
、

「
校
章
物
語
」
に
記
さ
れ
た
「
私
立
國
學
院
大
学
」
の
校
章
、
お
よ
び
飯

田
秀
真
（
第
二
十
八
期
、
東
大
社
宮
司
）
の
寄
稿
に
登
場
す
る
帽
章
と
同

一
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。『
百
年
史
』
に
お
い
て
こ
の
部
分
が
記
述
さ

れ
な
か
っ
た
理
由
は
、
恐
ら
く
現
物
の
保
存
が
な
く
、
個
人
の
回
想
記
以

外
の
資
料
で
確
認
で
き
な
い
こ
と
、
仮
に
存
在
し
た
と
し
て
も
使
用
さ
れ

た
期
間
や
普
及
状
況
が
曖
昧
で
あ
り
、
や
が
て
旧
来
の
「
國
學
」
に
統
一

さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
正
式
な
も
の
で
は
な
か
っ
た
可
能
性
が
あ
っ
た

た
め
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
こ
の
メ
ダ
ル
が
大
正
三
年
の
振
武
館
開
館

式
に
お
い
て
記
念
品
と
し
て
内
外
に
広
く
頒
布
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と

を
考
え
る
と
、大
正
三
年
以
前
に
明
治
三
十
五
年
以
来
使
わ
れ
て
き
た「
國

學
」
に
代
わ
る
正
式
な
徽
章
と
し
て
採
用
さ
れ
、
一
定
期
間
使
用
さ
れ
て

い
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
つ
ま
り
、
こ
の
メ
ダ
ル
の
校
史
資
料
と
し
て

の
最
大
の
価
値
は
、
こ
れ
ま
で
存
在
が
確
認
で
き
な
か
っ
た
新
た
な
徽
章

の
発
見
に
あ
る
の
で
あ
る
。

三
、
大
学
徽
章
の
制
定
を
め
ぐ
る
考
察

　

前
節
で
紹
介
し
た
「
校
章
物
語
」
は
、
日
本
私
立
大
学
連
盟
の
『
大
学

時
報
』
に
昭
和
三
十
五
年
十
二
月
か
ら
翌
年
八
月
ま
で
特
集
と
し
て
連
載

さ
れ
た
短
い
記
事
で
あ
り
、
執
筆
者
名
も
不
明
で
あ
る
が
、
恐
ら
く
編
集

担
当
者
が
当
時
を
よ
く
知
る
関
係
者
に
取
材
し
て
ま
と
め
た
も
の
と
考
え

ら
れ
る
。
皇
典
講
究
所
に
校
章
が
な
い
点
や
「
國
學
」
の
校
章
の
初
出
時

期
な
ど
に
問
題
が
あ
る
も
の
の
、「
私
立
國
學
院
大
學
」
の
校
章
の
存
在

を
指
摘
し
て
い
る
唯
一
の
文
献
で
あ
る
た
め
、
以
下
に
私
な
り
に
検
証
し

て
み
た
い
。

　

國
學
院
は
明
治
三
十
九
年
六
月
十
二
日
に
文
部
省
の
認
可
を
得
て
、
専

門
学
校
令
に
よ
る
「
私
立
國
學
院
大
學
」
に
改
称
し
て
い
る
。
専
門
学
校

令
は
明
治
三
十
六
年
に
公
布
さ
れ
て
お
り
、
國
學
院
は
翌
三
十
七
年
四
月

二
十
三
日
に
文
部
省
の
認
可
を
受
け
て
専
門
学
校
に
昇
格
し
た
が
、
そ
の

後
学
生
等
の
懇
願
に
よ
り
大
学
標
榜
が
実
現
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
る（

（1
（

。
こ
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の
背
景
に
は
多
く
の
私
立
専
門
学
校
が
大
学
へ
と
改
称
す
る
動
き
が
あ
っ

た
。
こ
こ
で
他
大
学
の
動
き
を
具
体
的
に
見
て
み
る
と
、
東
京
専
門
学
校

は
明
治
三
十
五
年
に
早
稲
田
大
学
に
改
称
し
、
同
三
十
九
年
に
稲
葉
の
上

に
「
大
学
」
の
二
文
字
を
置
く
現
在
の
徽
章
の
原
型
が
作
ら
れ
て
い
る（

（1
（

。

ま
た
明
治
法
律
学
校
は
明
治
三
十
六
年
に
明
治
大
学
に
改
称
し
、
同
年
に

中
央
に
「
大
学
」、
左
右
に
「
明
治
」
を
置
く
現
在
の
徽
章
の
原
型
が
作

ら
れ
て
い
る（

（1
（

。
つ
ま
り
多
く
の
専
門
学
校
は
「
大
学
」
を
標
榜
す
る
こ
と

に
合
わ
せ
て
、
大
学
徽
章
を
制
定
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
新
し
い
動

き
の
中
で
、
國
學
院
に
も
明
治
三
十
五
年
以
来
の
「
國
學
」
の
二
文
字
の

徽
章
を
改
め
よ
う
と
す
る
動
き
が
あ
っ
た
可
能
性
は
高
い
。
前
節
の
岩
橋

小
弥
太
（
第
十
五
期
、
國
學
院
大
學
教
授
、
文
学
博
士
）
は
明
治
四
十
年

七
月
の
卒
業
で
あ
る
が
、「
卒
業
間
際
に
制
服
制
帽
を
定
め
ら
れ
た
」
と

い
う
の
は
、
あ
る
い
は
こ
の
動
き
に
連
動
し
た
も
の
で
あ
っ
た
可
能
性
が

あ
る
。
明
治
四
十
年
は
、
専
門
学
校
令
認
可
後
の
同
三
十
八
年
九
月
に
國

學
院
が
初
め
て
募
集
し
た
、
大
学
部
予
科
の
学
生
が
本
科
に
進
級
す
る
年

に
も
当
た
り
、
石
川
岩
吉
（
第
三
期
、
國
學
院
大
學
学
長
）
が
主
事
心
得

に
就
任
す
る
の
も
同
年
一
月
の
こ
と
で
あ
る（

（2
（

。
こ
の
よ
う
に
考
え
る
と
、

大
学
徽
章
の
制
定
は
明
治
四
十
年
一
月
か
ら
七
月
の
間
と
見
る
こ
と
も
で

き
そ
う
で
あ
る（

（2
（

。

　

学
則
な
ど
の
文
献
資
料
か
ら
新
た
な
徽
章
が
使
用
さ
れ
た
時
期
を
特
定

す
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
明
治
末
年
か
ら
大
正
初
年
の
卒
業
ア
ル
バ
ム

な
ど
に
残
さ
れ
た
学
生
の
写
真
か
ら
、
断
片
的
で
は
あ
る
が
制
服
制
帽
の

徽
章
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
徽
章
は
と
て
も
小
さ
な
も
の
で
あ
る

た
め
、
当
時
の
写
真
で
の
確
認
は
難
し
い
が
、
こ
こ
で
二
例
を
挙
げ
て
お

き
た
い
。
ひ
と
つ
は
明
治
三
十
九
年
に
折
口
信
夫
（
第
十
八
期
、
國
學
院

大
學
教
授
、
文
学
博
士
、
歌
人
）
が
同
級
生
と
写
し
た
集
合
写
真
で
あ

る（
（2
（

。
折
口
の
左
隣
に
写
っ
て
い
る
鎌
田
正
憲（

（2
（

（
第
十
八
期
、
宮
内
省
図
書

寮
）
は
制
帽
を
被
っ
て
い
る
が
、
そ
の
徽
章
の
文
字
は
正
確
に
は
読
み
取

れ
な
い
も
の
の
、
長
方
形
の
形
状
か
ら
「
國
學
」
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
。

も
う
ひ
と
つ
は
大
正
五
年
に
飯
田
町
校
舎
の
教
室
で
撮
影
さ
れ
た
、
大
正

期
の
三
矢
重
松
（
第
一
期
）
の
講
義
風
景
の
写
真
で
あ
る（

（2
（

。
手
前
の
机
上

に
制
帽
が
写
っ
て
お
り
、
上
半
分
は
紐
で
隠
れ
て
は
い
る
も
の
の
下
半
分

の
残
像
は
明
ら
か
に
「
國
學
」
の
形
で
は
な
い
。
こ
れ
が
前
節
の
飯
田
の

回
想
記
に
見
え
る
「
大
学
」
の
帽
章
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
以
外
に
制
帽
の
徽

章
を
当
時
の
写
真
か
ら
確
認
す
る
こ
と
は
難
し
い
が
、
大
正
七
年
の
大
学

部
国
文
科
の
卒
業
記
念
写
真
帳
を
見
る
と
、
集
合
写
真
で
は
和
服
姿
が
多

い
も
の
の
、個
人
写
真
は
制
服
を
着
て
い
る
卒
業
生
が
多
く
写
っ
て
お
り
、

胸
の
釦
の
図
柄
が
わ
ず
か
に
確
認
で
き
る（

（2
（

。
拡
大
し
て
見
る
と
制
服
の
釦

の
図
柄
は
「
國
」
一
字
の
よ
う
に
見
え
る
。
あ
る
い
は
制
帽
の
徽
章
は
「
大

學
」
に
代
わ
っ
た
後
も
、
制
服
の
釦
は
「
國
」
一
字
が
、
明
治
二
十
八
年
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以
来
受
け
継
が
れ
て
い
た
の
か
も
知
れ
な
い
。

　

で
は
、「
大
學
」
の
徽
章
が
再
び
「
國
學
」
に
戻
さ
れ
た
の
は
い
つ
だ

ろ
う
か
。
前
節
の
飯
田
の
回
想
記
か
ら
考
え
る
と
、
そ
の
時
期
は
飯
田
の

在
学
中
の
大
正
五
年
か
ら
同
九
年
の
間
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
し
か
も
そ

の
理
由
が
、「
早
稲
田
大
学
に
似
て
い
る
」た
め
、学
生
た
ち
に
不
評
で
あ
っ

た
か
ら
と
い
う
の
は
興
味
深
い
。
明
治
三
十
五
年
の
徽
章
の
制
定
や
同

三
十
九
年
の
大
学
の
標
榜
な
ど
に
、
学
生
の
意
見
が
強
く
反
映
さ
れ
て
い

た
こ
と
が
知
ら
れ
る
が
、
今
回
の
改
訂
も
学
生
の
意
見
を
受
け
入
れ
た
も

の
で
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。「
校
章
物
語
」で
は
、そ
の
き
っ
か
け
は「
私

立
國
學
院
大
學
」
が
大
正
八
年
九
月
に
「
國
學
院
大
學
」
へ
と
校
名
変
更

し
た
時
で
あ
り
、
大
正
九
年
春
に
新
大
学
令
に
よ
る
予
科
二
年
制
の
実
施

に
合
わ
せ
て
、
当
時
の
予
科
の
学
生
の
「
希
望
と
意
匠
」
を
取
り
入
れ
て

制
定
さ
れ
た
と
し
て
い
る
。
こ
の
記
述
を
他
の
資
料
か
ら
裏
付
け
る
こ
と

は
で
き
な
い
が（

（2
（

、
飯
田
の
回
想
と
も
時
期
的
に
も
一
致
し
て
い
る
こ
と
か

ら
、
大
正
九
年
四
月
に
「
國
學
」
の
徽
章
は
正
式
に
復
古
し
た
と
見
る
の

が
最
も
妥
当
で
あ
ろ
う
。

　

大
正
八
年
に
「
私
立
」
の
二
文
字
を
削
っ
た
校
名
に
変
更
し
た
事
情
に

つ
い
て
は
、『
百
年
史
』他
の
学
校
史
に
お
い
て
も
詳
し
い
記
述
が
な
い
が
、

「
一
般
の
風
潮
に
拠
っ
た
も
の（

（2
（

」、「
大
学
令
を
念
頭
に
置
い
て
執
ら
れ
た

措
置（

（2
（

」
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。
大
学
令
は
大
正
七
年
十
二
月
に
公
布
さ

れ
て
お
り
、
そ
の
後
、「
國
學
院
大
學
」
は
同
九
年
四
月
十
五
日
に
大
学

に
昇
格
し
た
。
こ
れ
は
國
學
院
の
歴
史
上
画
期
的
な
出
来
事
と
し
て
位
置

付
け
ら
れ
、
こ
の
後
、
芳
賀
矢
一
学
長
の
も
と
に
発
展
期
を
迎
え
て
い
く

こ
と
に
な
る
。

　

大
学
令
公
布
以
降
、
多
く
の
私
立
大
学
に
お
い
て
大
学
昇
格
を
切
望
す

る
声
が
起
こ
り
、
國
學
院
大
學
に
お
い
て
も
大
正
八
年
六
月
二
十
日
に
在

京
院
友
会
が
昇
格
を
願
う
建
議
書
を
所
長
、
学
長
宛
に
提
出
し
て
い
る（

（2
（

。

校
名
の
変
更
が
こ
の
動
き
の
中
で
行
わ
れ
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
だ
ろ

う
。
し
か
し
、
大
学
昇
格
を
願
う
中
で
「
大
學
」
の
徽
章
が
敢
え
て
改
訂

さ
れ
、「
國
學
」
へ
と
復
古
さ
れ
た
理
由
に
つ
い
て
は
、
飯
田
の
回
想
記

以
外
の
資
料
が
な
い
の
で
詳
し
く
は
分
か
ら
な
い
。
あ
る
い
は
大
学
昇
格

へ
の
動
き
の
中
で
、
建
学
の
精
神
や
教
育
理
念
が
再
認
識
さ
れ
、「
原
点

に
立
ち
返
る
」機
運
が
学
生
の
中
に
高
ま
っ
て
い
っ
た
の
か
も
知
れ
な
い
。

同
じ
大
正
九
年
に
大
学
に
昇
格
し
た
早
稲
田
大
学
や
明
治
大
学
な
ど
で
は

徽
章
の
改
訂
は
行
わ
れ
て
い
な
い
た
め
、
こ
れ
は
國
學
院
大
學
に
独
自
に

高
ま
っ
た
動
き
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
徽
章
と

い
う
小
さ
な
シ
ン
ボ
ル
に
、
当
時
の
学
生
た
ち
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
と

誇
り
が
込
め
ら
れ
た
こ
と
は
確
か
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。「
大
學
」
の
徽

章
は
、
そ
れ
に
は
相
応
し
く
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
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結

　

本
稿
は
、
新
出
の
大
正
三
年
國
學
院
大
學
振
武
館
開
館
紀
念
メ
ダ
ル
を

紹
介
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
校
史
資
料
と
し
て
の
価
値
を
論
じ
た
も
の
で

あ
る
。
そ
の
結
果
、
こ
の
メ
ダ
ル
が
大
正
三
年
に
飯
田
町
校
舎
に
建
設
さ

れ
た
剣
道
場
で
あ
る
振
武
館
の
開
館
式
・
剣
道
大
会
に
お
い
て
広
く
内
外

に
頒
布
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
、
ま
た
そ
の
裏
面
に
デ
ザ
イ
ン
さ
れ
た

大
学
徽
章
が
、
こ
れ
ま
で
確
認
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
「
私
立
國
學
院
大
學
」

の
専
門
学
校
時
代
の
徽
章
で
あ
り
、
明
治
四
十
年
上
半
期
か
ら
大
正
九
年

三
月
に
か
け
て
正
式
に
採
用
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き

た
と
思
う
。大
学
徽
章
は
大
学
で
あ
る
こ
と
の
証
に
他
な
ら
な
か
っ
た
が
、

当
時
の
学
生
た
ち
に
と
っ
て
は
不
評
で
あ
り
、
大
学
令
に
よ
っ
て
正
式
に

大
学
に
昇
格
し
た
時
に
改
め
ら
れ
て
、
か
つ
て
の
「
國
學
」
に
復
古
し
た
。

こ
れ
は
他
大
学
に
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
、國
學
院
大
學
独
自
の「
ユ
ニ
バ
ー

シ
テ
ィ
・
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
」表
明
の
動
き
と
見
做
す
こ
と
が
で
き
る
。

　

こ
の
大
学
徽
章
が
採
用
さ
れ
て
い
た
期
間
は
、
わ
ず
か
十
三
年
の
み
で

あ
る
が
、
こ
の
間
に
折
口
信
夫
（
第
十
八
期
）
を
初
め
、
尾
崎
久
弥
（
第

十
九
期
、
名
古
屋
商
科
大
学
教
授
）、
武
田
祐
吉
（
第
二
十
一
期
、
國
學

院
大
學
教
授
、
文
学
博
士
）、
高
柳
光
寿
（
第
二
十
二
期
、
東
京
帝
国
大

学
史
料
編
纂
官
、國
學
院
大
學
教
授
、文
学
博
士
）、高
橋
隆
三（
第
二
十
三

期
、
東
京
帝
国
大
学
史
料
編
纂
官
）
な
ど
、
大
正
、
昭
和
の
時
代
を
代
表

す
る
碩
学
の
人
々
が
卒
業
し
て
い
る
。
こ
の
時
期
は
資
料
が
少
な
く
、
不

明
な
こ
と
が
多
い
と
思
わ
れ
る
が
、
今
回
紹
介
し
た
新
資
料
が
校
史
研
究

の
一
助
と
な
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

註（１
）	

メ
ダ
ル
は
個
人
蔵
。
図
版
は
筆
者
が
撮
影
。
所
蔵
者
の
許
可
を
得
て
掲
載
し
た
。

（
２
）	

代
表
的
な
学
校
史
と
し
て
、
松
尾
三
郎
編
『
国
学
院
大
学
七
十
年
史
』
国
学
院
大

学　

一
九
五
二
年
、
藤
井
貞
文
編
『
國
學
院
大
學
八
十
五
年
史
』
國
學
院
大
學　

一
九
七
〇
年
（
以
下
『
八
十
五
年
史
』
と
略
す
）、
國
學
院
大
學
編
『
國
學
院
大

學
百
年
小
史
』　

一
九
八
二
年
（
以
下
『
百
年
小
史
』
と
略
す
）、
國
學
院
大
學
校

史
資
料
課
編『
國
學
院
大
學
百
年
史
』（
上
巻
）　

國
學
院
大
學　

一
九
九
四
年（
以

下
『
百
年
史
』
上
と
略
す
）、
校
史
資
料
課
編
『
國
學
院
大
學
百
二
十
年
小
史
』

國
學
院
大
學　

二
〇
〇
二
年
（
以
下
『
百
二
十
小
史
』
と
略
す
）、
剣
道
部
史
と

し
て
、『
振
武
館
の
記
─
國
學
院
大
學
剣
道
部
史
─
』
一
九
七
七
年
（
以
下
『
振

武
館
の
記
』
と
略
す
）
を
こ
こ
で
は
参
照
し
た
。

（
３
）	

一
般
的
に
は「
緯
武
経
文
」と
い
う
が
、「
文
経
武
緯
」の
表
記
例
も
確
認
で
き
る
。

（
４
）	『
國
學
院
雑
誌
』
第
二
十
巻
十
二
号　

一
九
一
四
年
十
二
月

（
５
）	『
百
年
史
』
上p.274, 528

（
６
）	

こ
の
扁
額
は
渋
谷
校
舎
に
移
転
後
も
新
道
場
に
掲
げ
ら
れ
て
い
た
が
、
第
二
次
世

界
大
戦
後
の
混
乱
期
に
紛
失
し
た
と
い
う
（『
百
二
十
年
小
史
』p.110

）。

（
７
）	『
振
武
館
の
記
』p.205

～208
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（
８
）	『
振
武
館
の
記
』p.23

（
９
）	

各
大
学
や
専
門
学
校
主
催
の
大
会
で
頒
布
さ
れ
た
メ
ダ
ル
は
大
き
さ
や
形
は
様
々

で
あ
る
が
、
西
暦
や
皇
紀
な
ど
様
々
な
表
記
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
國
學
院
大
學

が
渋
谷
校
舎
に
移
転
し
た
翌
年
の
大
正
十
三
年
十
一
月
十
六
日
に
「
校
舎
落
成
祝

賀
陸
上
大
運
動
会
」
が
開
催
さ
れ
た
時
も
、
円
形
の
記
念
メ
ダ
ル
が
頒
布
さ
れ
て

い
る
。
そ
の
メ
ダ
ル
の
裏
面
に
は
新
徽
章
の
「
國
學
」
と
皇
紀
「
弐
五
八
四
」
の

刻
銘
が
あ
る
（
旧
所
蔵
者
所
有
の
写
真
よ
り
確
認
。
メ
ダ
ル
本
体
の
現
在
の
所
在

は
不
明
）。

（
10
）	『
酒
徒
随
縁
』
桜
楓
社　

一
九
七
一
年　

p.141

（
初
出
『
国
学
院
大
学
新
聞
』

一
九
五
八
年
九
月
十
日
）

（
11
）	『
百
年
史
』
上p.642

（
12
）	『
百
年
史
』
上p.83

（
13
）	『
百
年
史
』
上p.280, 281

（
14
）	『
百
二
十
年
小
史
』も
こ
の
考
え
方
を
踏
襲
し
て
い
る（p.70, 71, 151

）。し
か
し
、

阪
本
健
一
（
第
三
十
九
期
）
と
横
山
義
平
（
第
三
十
四
期
）
の
回
想
に
よ
る
と
、

皇
典
講
究
所
神
職
養
成
部
の
教
習
科
の
学
生
は
、大
正
十
四
年
時
点
に
お
い
て「
皇

典
」
の
徽
章
を
用
い
て
い
た
と
い
う
（『
会
報
』
昭
和
十
二
年
第
九
号　

國
學
院

大
學
院
友
会　

一
九
三
七
年
九
月　

p.14

～16

）。
教
習
科
の
設
置
は
明
治

四
十
二
年
に
遡
り
、
昭
和
二
年
三
月
に
専
門
学
校
令
に
基
づ
く
國
學
院
大
學
付
属

神
職
部
（
昭
和
四
年
二
月
に
神
道
部
と
改
称
）
へ
と
拡
充
さ
れ
る
が
、
昭
和
元
年

以
前
は
、
國
學
院
大
學
と
は
別
の
徽
章
を
用
い
て
い
た
可
能
性
が
高
い
。

（
15
）	『
大
学
時
報
』（
日
本
私
立
大
学
連
盟
）vol.9 N

O
.41　

通
号
56　

一
九
六
一
年
四

月　

な
お
、
こ
こ
で
は
「
國
學
院
大
学
」
と
い
う
表
記
が
用
い
ら
れ
て
い
る
た
め
、

そ
の
ま
ま
引
用
し
た
。

（
16
）	『
百
年
小
史
』p.126

～128

（
17
）	『
百
年
史
』
上p.384

（
18
）	

早
稲
田
大
学
Ｈ
Ｐ
「
ロ
ゴ
マ
ー
ク
」　https://w

w
w

.w
aseda.jp/top/about/

w
ork/logos　

（
19
）	

明
治
大
学
Ｈ
Ｐ「
校
旗
・
校
章
」　https://w

w
w

.m
eiji.ac.jp/koho/inform

ation/
m

eiji/flag.htm
l　

鈴
木
秀
幸（『
明
治
大
学
職
員
会
会
誌
』第
二
十
二
号　
一
九
九
九

年
六
月
十
七
日
発
行
よ
り
転
載
）

（
20
）	『
八
十
五
年
史
』p.387

（
21
）	

明
治
四
十
年
五
月
一
日
に
皇
典
講
究
所
学
階
授
与
規
則
と
細
則
が
改
正
さ
れ
て
お

り
、「
皇
典
講
究
所
学
階
所
有
者
待
遇
規
定
」
に
は
こ
の
時
定
め
ら
れ
た
学
階
徽

章
の
様
式
が
図
示
さ
れ
て
い
る
。「
皇
」
の
一
字
を
稲
穂
で
囲
む
図
柄
は
、「
大
學
」

を
葦
で
囲
む
徽
章
の
図
柄
と
類
似
し
て
い
る
。（『
八
十
五
年
史
』
史
料
篇p.398　

一
九
七
九
年
）
年
代
を
比
定
す
る
根
拠
に
な
る
か
も
知
れ
な
い
。

（
22
）	『
新
潮
日
本
文
学
ア
ル
バ
ム
26　

折
口
信
夫
』
新
潮
社　

一
九
八
五
年　

p.21

（
23
）	

註
（
22
）
の
写
真
の
キ
ャ
プ
シ
ョ
ン
に
は
示
さ
れ
て
は
い
な
い
が
、
同
書p.26

の

写
真
よ
り
、
こ
の
人
物
が
鎌
田
正
憲
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。

（
24
）	『
写
真
で
み
る
國
學
院
大
學
120
年
の
あ
ゆ
み
』
國
學
院
大
學　

二
〇
〇
二
年　

p.53

（
25
）	『
國
學
院
大
學
卒
業
記
念
写
真
帳　

第
二
十
六
回
』（
大
学
部
国
文
科
）
一
九
一
八

年
七
月　

赤
誠
堂
（
個
人
蔵
）
に
掲
載
さ
れ
た
、
時
野
義
雄
の
制
服
の
第
一
、
第

二
釦
に
は
、「
囗
」
の
画
像
が
確
認
で
き
る
。
た
だ
し
葦
の
葉
の
画
像
は
確
認
で

き
な
い
。
蜻
蛉
の
襟
章
も
使
わ
れ
て
い
な
い
。

（
26
）	

前
掲
『
酒
徒
随
縁
』
の
略
年
譜
（p.237

）
に
よ
る
と
、
高
崎
正
秀
は
大
正
八
年

四
月
に
予
備
科
に
入
学
し
た
後
、
同
年
九
月
に
高
等
師
範
部
に
入
学
、
さ
ら
に
翌

九
年
四
月
に
新
制
予
科
に
転
入
学
し
て
い
る
。
徽
章
の
復
古
を
希
望
し
た
「
当
時

の
予
科
の
学
生
」
と
は
、
大
正
八
年
九
月
に
旧
制
予
科
に
入
学
し
、
大
正
十
二
年

に
大
学
部
を
卒
業
し
た
人
物
（
第
三
十
一
期
）
の
可
能
性
が
高
い
が
、
こ
の
ほ
か

に
検
討
す
る
手
が
か
り
は
な
い
。

（
27
）	『
百
年
史
』
上p.533

（
28
）	『
百
年
小
史
』p.109

（
29
）	『
百
年
史
』
上p.556


